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Ⅰ は じめ に

法務省の在留外国人統計によると､1995年12月末

現在､日本に在留する外国人は1月6,7人である｡231

これは､日本の総人口の約1.90%に相当する｡言い

換えれば､わが国において､100人に 1人は外国人

である､ということである｡このように､最近の日

本､とりわけ大都市においては､多民族化の進展が

著 しい｡

ところで､秋田市のような地方都市においても､

従来に比べると､外国人の姿を目にする機会が多く

なった｡ しかし､地方住民にとっては､首都圏や近

畿圏などの大都市圏における多民族化の進展を､直

接感じ取ることは容易ではない｡

そこで､秋田大学教育学部地理学研究室の1996年

度野外実験 (県外巡検)の研究対象地域として､日

本における代表的なェスニックタウンである横浜中

華街および東京都新宿区大久保地区 (以下､大久保

エスニックタウンと呼ぶ)の 2地区を選択 した｡

本稿では､都市内部において､エスニック集団 

(ethnicgroup)が集中居住 して形成 した町を､エ

スニックタウンと呼ぶことにする｡今日の日本社会

における主要なェスニック集団としては､韓国 ･朝

鮮人､中国人 (華僑 ･華人)､ブラジル ･ペルーな

ど南アメリカ出身の日系人などがあげられる｡また､

日本における比較的明瞭なェスニックタウンとして

は､韓国 ･朝鮮人町 (コリアタウン)､中華街 (南 

*本稿は､秋田大学教育学部地理学研究室の1996年度野外

実験 (県外巡検)の成果であり､次のとおり各人が分担執

筆した原稿を､最終的に山下が加筆修正したものである｡

ⅠおよびⅣ :山下清海､Ⅱ:佐藤淳悦･土田亮輔･伊藤

あゆ子･筒井 裕･伝農純一･藤原康徳､Ⅲ :伊藤宣高･

内山さくら･佐 木々政任･川村 直･立石圭子･沼倉 徹

京町)などが指摘できよう｡

本研究では､幕末以降の開港により形成され､発

展 してきた横浜中華街と､1980年代以降形成され､

新たなエスニックタウンとして発展 しつつある大久

保エスニックタウンという新旧 2つのタイプのエス

ニックタウンの実態を明らかにし､相互に比較する

ことにより､日本におけるエスニックタウンの特色

について考察することを目的とする｡

両地区の調査は､1996年 7月17日～20日に実施 し

た｡調査においては､土地利用と景観の特色の把握

に重点を置き､また可能な限り関係者への聞き取り

を実施 した｡ 

Ⅱ 横浜中華街 

1. 横浜中華街の概観

横浜中華街は､人口規模や面積規模,景観などか

ら見て日本最大のチャイナタウンであり､同時に日

本最大のエスニックタウンでもある｡本章では､こ

の横浜中華街における土地利用および景観を中心に

考案を進める｡

研究対象地域である横浜中華街は､JR根岸線石

川町駅の北東､横浜港にはど近い臨海部に位置する 

(第 1図)｡また､横浜中華街は､行政区分において

は横浜市中区山下町の一部分をなす｡地図で横浜中

華街の部分をみると､道路形態が周辺部と比べて斜

め方向に延びており､その地域の特異性を示 してい

る｡横浜中華街には､中華街大通りをはじめ､14の

路地が縦横､斜めに走っている (写真 1)｡ また､

山下町の中には､開帝廟 (写真 2)に加え､善隣門､パイロウ
朱雀門､玄武門など8つの牌桜 (中国式楼門)があ

る｡そのなかでも､関帝廟は中国人の信仰の中心と

なる関聖帝君を主神とする廟である (原田,1996)｡
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第 1図 横浜中華街とその周辺 (1996年)

写真 1 中華街の中華街大通 り 写真 2 関帝廟

立ち並ぶ赤を主とした建物は､ここが日本であるという 関帝廟は､関聖帝君を主神とする廟であり､この関聖帝

ことを感じさせない｡ 君とは､F三国史』において登場する萄漢の武将､関羽を
(1996年 7月19日撮影) 神化したものである｡ 

(1996年 7月19日撮影)

この関帝廟とともに､横浜中華街の各所にみ られ

る牌楼は､この地区の景観を構成する重要な要素と 大中華街とも呼ばれるが､横浜中華街は､最大の中

なっている｡ 日本には横浜中華街のほかに､神戸南 華街(チャイナタウン)である (山下,1993)0

京町および長崎新地中華街があり､これらは日本三 横浜中華街には､広東料理をはじめ上海料理､北
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京料理などの中国料理店､中国食品雑貨店､中国民 が店を構えるようになり､その周辺に次々と人々が

芸品 ･物産店､漢方薬店などさまざまな業種の店舗 集まっていった (横浜開港資料館編,199 04)

が軒を並べている｡その店舗のほとんどは､店先や

外壁に赤､黄､金などの原色で､漢字を多用した大 3. 中国人人口の推移

きな看板を掲げている｡また､道路沿いに設置され 日米修好通商条約にもとづき､横浜は1 9年85 (安

ている電柱も赤色に塗られており､異国情緒あふれ 政 6)に開港された｡中国人は開港と同時に横浜を

る町である｡ 訪れ､しだいにその数を増やしていった｡1880年 (明

横浜中華街の周辺にはホテルや駐車場､また横浜 治13)になると､横浜ははかの開港都市をはるかに

中華街の各所には案内板が設けられている｡そして しのいで､日本における最大の中国人居地域になって

横浜中華街発展会協同組合が横浜中華街のパンフレッ

90

いた｡さらに､ 
超え､外国人居留地が廃止された後の18年までには 

りが進められている｡このようなことから､横浜中 6,000人以上にも通した｡しかし､1911年 (明治44)の

9018 年代に入るとその人口は3,000人を

ト1)を発行するなど､観光客を念頭においた街づ く

華街は､単なる華僑 ･華人の町ではなく､おもに日 92辛亥革命､1 3
本人観光客を対象にした観光地としての性質を備え 二次大戦の影響により人口は激減と回復を繰り返 し､

ている町であるともいえる｡ やがて人口の伸びは沈静化して穏やかな上昇を示すに

年 (大正12)の関東大震災､および第

97至った｡その後の人口に関する大きな変化では､1 2
2.中華街の形成 年の日中国交正常化にともない帰省者および帰省申

年5918 (安政 6)の横浜開港にともない､日本と 請のため､一時的に中国籍を離脱する者が急増した

の貿易を目的として､多くの欧米資本が横浜に殺到 ため統計上でかなりの減少がみられた｡

7-98では､1 
る日本において､言葉と交易を代弁させるために中 留の中国人人口の推移をみてみよう｡1996年 6月現

した｡当時の欧米人は､彼らにとって未知の国であ 1996年の10年間について､横浜市在

国人を随伴 してきた｡当時､日本と中国は条約を結 692,在で4 人に通 しており､10年間におよそ1,000人

んでいなかったために､中国人は公式的には入国す 増加 している｡さらに第 2図のグラフが示すように､ 

ることができないことになっていた｡ しかし､絹織 1993年まで人口はわずかずつ増加しているが､その

物や茶の買弁､欧米人家庭のコック･使用人など欧 後 3年間は停滞傾向にあるといえる｡ 

米人の傭人という形で､多くの中国人が横浜に来港

した｡1871年 (明治 4)に日清修好条規が締結され､ 4.横浜中華街における土地利用

公式に入国することが可能になると､中国からの入 横浜中華街では､多くの店舗は､メインストリー

国者の数は増大した (菅原,1988)0

居留地時代､中華街は､加賀町通り､本村通 り 

(現中華街南門通 りと中華街開港道)､前橋町通 り 

(現中華街大通り)､小田原通り (現関帝廟通り)の

付近一帯であった｡ この辺 りは､開港当初は横浜

新田と呼ばれた沼地であった (横浜開港資料館編, 
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がて劇場をっくり､関帝廟を建立し､また有力商人
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トである中華街大通りとそれと平行に走る関帝廟通 業種別にみると､全店舗556のうち中国料理店は

り､さらに､それらに直交する香港路､市場通 り､ (全体の335.%)を占める (第 1表)｡また､6軒 

上海路に面して分布している (第 3園)｡ 同じ中国料理店でも中華街大通りに面しているもの 
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第 1表 横浜中華街における種類別店舗構成 

(1996年)

店 舗 の 種 頬 店舗数 (軒)

中 国 料 理 店 196 

バー ･スナック ･喫茶店 78 

中国食品雑貨店 48 

中国民芸品 ･物産展 26 

中国菓子店 ･製造所 15 

華人関係団体 ll 

ホ テ ル 7 

そ の 他 175

合 計

と香港路､市場通 りなど狭い通 りに面 しているもの

とでは､規模や外観､営業形態に異なる部分がみら

れる｡前者の中国料理店は後者のそれに比べると建

物が大きく､派手な装飾が施されている｡ さらに､

中国料理店の中には､肉まん､シュウマイ､中華菓

子などが買えるような販売コーナーを店頭に設けて

おり､中華街のおみやげ品として販売されている｡

この土地利用の特徴としては同じ業種の店舗が 1

カ所に固まって分布 しているというのがあげられる｡

中国料理店は全体的に分布 しているが､中華街大通

り近辺に集中しているといえる｡中華街中心部のシ

ンボルとなっている善隣門から中華街大通 りに入っ

ていくと､まず道の両側に中国料理店が立ち並ぶ｡

そして､中山路との交差点付近までいくと4軒の中

国民芸品 ･物産店が存在する｡そしてさらに､市場

通 りとの交差点付近には中国食品雑貨店が集中して

いる｡観光客は ｢中国料理を食べたい｣､｢おみやげ

を買いたい｣､｢中国の食材を買いたい｣など､さま

ざまな目的を抱いて横浜中華街を訪れているので､ 

1カ所に同 じ業種の店舗があるほうが観光客にとっ

て便利である｡また､店側でもより多 くの観光客に

来てもらおうと工夫を重 ねる｡ こうして､中華街

全体が発展 し､大 きな観光地 となったのであろう 

(写真 3)0

また､中国料理店では広東､上海､北京､四川な

どの中国の地方料理の系統により多少の違いはある

ものの ｢中国料理｣という点ではすべて同じである｡

しかし､中国民芸品 ･物産店や中国食品雑貨店では､

商品の中心は中国大陸系のものであったが､東南ア

ジア､南アジア､中央アジアなどで作 られた衣装や

写真 3 横浜中華街にあるカラオケボックスのルー

ム料金表

日本人以外の利用客のニーズに対応したサービスが見ら

れるのも､エスニックタウンならではの特色と言えるC 
(1996年 7月19日､横浜中華街 ｢北門通り｣にて撮影)

雑貨などの ｢エスニック｣な商品がさまざま取 り扱

われ､非常にバラエティーに富んでいる｡ 

Ⅱ 大久保エスニックタウン 

1. 大久保エスニックタウンの概観 

EEl際化社会と呼ばれる今日､大都市における外EEl

人流入は著 しい｡特にニューカマーズといった人々

の東京大都市圏での急増は顕著である｡とりわけ東

京都新宿区大久保地区は世界各国のさまざまな文化

が混在 し､共存する街であるO日本の大都市に形成

された異国風の街 ｢ェスニックタウン｣には､独自

の文化が存在 し､それはまた未知の領域といえるQ

本章では､新宿区大久保地区エスニックタウンの

事例を考察する｡現地調査においては､土地利用状

況､看板や貼 り紙などの店舗景観に加えて､商店で

買い物をしながら店内を観察 したり､店員から聞き

取りを行ったQ

東京都新宿区大久保地区は､新宿駅から北へ 1つ
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目の JR山手線の新大久保駅と､ JR総武線の大久

保駅を中心に広がる地域である (第 4図)｡ この地

区は周辺部と比べ､明らかに異なった景観を示して

いる｡それは高層ビルの林立する新宿駅から､老朽

化した木造アパートが密集する新大久保駅までの山

手線の車窓からも見てとることができる｡大久保地

区の中心軸となっており､通称 ｢国際通り｣と呼ば

れている大久保通りは､東側の明治通りから西側の

小滝橋通りまで東西約 1kmはどあり､通り沿いに

はこの地区の中心的な商店街が形成されている｡新

大久保 ･大久保の両駅もこの通りに面している｡こ

の商店街ではハングルや､赤 ･黄といった原色を使

用した看板が多く見られ､外国人関連の施設の多き

が目立っている｡北側には早稲田大学理工学部を中

心に､予備校や専門学校が多い学生街がある｡南側

には職安通りをはさんで歌舞伎町の歓楽街がそれぞ

れ広がっている｡今回の調査では大久保通りを中心

に､明治通り､職安通り､小滝橘通りに囲まれた､

大久保 1丁目､大久保 2丁目と､百人町 1丁目､百

人町 2丁目を対象地域とした｡ 

1996 月 1日現在､東京都内で1,3人 ｢年 1 884 (新

宿区の統計｣,1996)と､最も外国人登録者数が多

い新宿区であるが､その中でも大久保地区には外国

第 4図 大久保地区とその周辺 (1996年)

人居住者が集中している｡この地域に外国人が目立

つようになり始めたのは､1985年以降のことである

が､1992 ,9人となり､年には外国人登録者数が268

新しいエスニックタウンを形成しているといえる｡ 

2. エスニックタウンの形成2)

本稿でいう大久保エスニックタウンは､大久保 1

丁目､大久保 2丁目､百人町 1丁目､百人町 2丁目

周辺地域をいう｡この大久保という地名は､江戸時

代には ｢大久保村｣と呼ばれていた｡大久保村は大

きく東西に分けられそれぞれ東大久保村の､西大久

保村4)とされていた｡東大久保村は水田が広がり､

寺社が多くある地域であり､西大久保村は主に御鉄

砲玉葉組や御鉄砲百人組などの武士が多く居住する

地域であった｡また､今日の大久保地区においても

みられる特徴的な短冊状の地割り5)の基本構造は､

この江戸期に形成されたといわれている｡ これは､

徳川家康がこの地を訪れた際に､開墾されていない

土地を見て武士たちに田畑を作らせたことが原因で

あるとされているO

大久保村は1912年 (大正元)の町制施行により東

京府豊多摩郡大久保町となった｡江戸期にはほとん

どが水田だった土地も､明治期に入ると大きく変わっ

た｡1874年には現在 (1996年)の大久保 3丁目･大

久保 4丁呂､百人町 3丁目･百人町 4丁目にあたる

一帯は､戸山ケ原と呼ばれる陸軍用地にならた (ま

ち居住研究会,1994)｡これを初めとして､陸軍戸

山｣学校､陸軍軍楽学校､東京陸軍幼年学校､陸軍軍

医学校などの多くの軍施設が建てられた｡このよう

な施設の増加に伴い大久保地区には軍人が居住する

ようになった｡

さて､1996年現在の大久保地区は ｢エスニックタ

ウン｣と呼ばれるように､外国人が多く居住してい

るが､外国人が大久保周辺地域に住むようになった

のも明治期から昭和期にかけてである｡明治末期頃

から外国人宣教師が増加し､教会などのキリスト教

関係施設が､大久保､百人町周辺地域に次々建てら

れた｡これは母国を離れた外国人にとって宗教が唯

一心のよりどころであったからと考えることができ

る｡そして､そのような施設に多くの欧米人が居住

していた｡また､宣教師のみではなく､外国語学校

の教師として ドイツ人やスペイン人などの欧米人､

そして朝鮮､韓国､フィリピンなどのアジア各国か

らも外国人が大久保地区周辺に雑居し始めた｡ 
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1945年の東京大空襲で大久保地区周辺は大きな打

撃を受け､人口が大幅に減少した｡それまで住んで

いた軍人や､昔からの住人も大久保から離れていっ

た｡戦後大久保地区が復興し始めたのは､1940年代

後半あたりからである｡徐々に商店が建ち始め､ 

1955年頃からはラブホテルが目立つようになった｡

また､この頃からアパートも増加 し始め､地方から

東京へ出てきた人や､歌舞伎町などで働く｢水商売｣

関係者が主に居住していた｡第 2次大戦後の大久保

地区には､特にラブホテルとアパート･マンション

が多く建った｡そして､外国人売春婦が増加し､彼

女たちは安いアパートに住んだ.そこに同国人が集

まってくる｡このようにして､徐々に外国人が増え

始めたことで､外国人経営の食材店や飲食店も立ち

並び始めた｡ 

1986年には新宿区の外国人登録者数が東京23区内

で第 1位になり､その中でも百人町､大久保地区に

特に多く居住した｡1996年現在､大久保通りを中心

として､数多くの店舗が立ち並び､にぎわっている｡

その店舗の大半は､外国人向けのレストランであっ

たり､食材店､美容室､ビデオレンタルなどであり､

外国人が十分に生活できるほど整っている｡そのた

め､現在も外国人が次々と大久保地区に入居 L.てい

る｡ 

3.外国人人口の増加 

1987年から1996年までの10年間における新宿区の

外国人登録者数の推移をみると､1989年から1990年､ 

1994年から1995年にかけて若干の減少がみられるも

のの､全体の傾向としては増加している｡1986年の

新宿区の外国人登録者数は東京23区においては､足

立区に次いで 2位であったが､翌1987年には､足立

区を抜いて 1位になった｡また､新宿区全体の人口

は年々減少しているため､総人口に占める外国人人

口の割合は増加している｡しかし､外国人登録を行

わない外国人や､不法就労者 ･不法入国者などの不

法滞在者を含めると､実際の外国人人口はさらに多

い｡

新宿区の外国人登録者数を出身地域別にみてみる

と､1987年には韓国 ･朝鮮人が5,199人､中国 ･台

湾人が4, 人というこれら2つの地域出身者が卓466

越しており､この傾向は1996年でも変化がない (莱 

5図)｡また､東南アジア (タイ･フィリピン･ミャ

ンマー･マレーシア･インドネシア･シンガポール 

(人) 
20,000 

18.000 

16,000 そ の 他

14.000 
ヨー ロ ッパ

12.000 

10.000 
南北アメリカ

8.000 
東南 ア ジア

6.000 

中国 ･台湾
4.000 

2.000 ヰ国･北朝鮮

0 
1987198819891990199119921993199419951996 

(辛)

第 5図 新宿区における外国人登録者数の推移 
(1987年～1996年) 

(新宿区区民郡区民課統計資料 (1991.1996)より作成)

など)出身者は､197 0人から199年の1898年の65 6 ,7

人へと､約 3倍に増加している｡しかし､南北アメ

リカ (アメリカ･カナダ･コロンビア･ブラジルな

ど)出身者､ヨーロッパ (イギリス･フランス･ド

イツなど)出身者､その他の地域 (オーストラリア･

インドなど)の出身者の数は少なく､過去10年間で

ほとんど変化がない｡

以上のことから､近年の外国人人口の増加は､特

定地域からの人口移動に起因しているといえる｡こ

れは､先だって来日した外国人居住者を頼ってその

親族や友人が来日する､という連鎖移動 (chain 

migration)であり､来日したニューカマーズと

呼ばれる新規居住者は､外国人集中居住地区とその

周辺での生活を営んでいるC 

4.大久保エスニックタウンの土地利用 

1) 業種構成

現地調査に基づいて､大久保地区の商店を飲食店､

食料品店､理髪店 ･美容院､衣料品店 ･仕立店､日

本語学校､ホテル､宗教施設､その他の 8つの業種

に分類した (第 6図).

これらの業種構成からみた大久保地区の特徴は､

大久保 1丁目､大久保 2丁目百人町 1丁目､百人町 

2丁目の 4つの地区において､飲食店の数が多くなっ

ていることである (第 2表)｡その中でも､韓国や

東南アジアの民族料理を専門に取り扱い､日本人向

けに味をアレンジしていない店が非常に目立つ｡ 
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第 6図 大久保エスニックタウンにおける店舗別土地利用 (1996年) 
(1996年 7月17日の現地調査により作成)

第 2表 大久保エスニックタウンの種類別

店舗構成 (1996年)

店舗の種類 町 丁 別 店 舗 数
百人町 百人町 大久保 大久保 合

1丁目 2丁目 1丁目 2丁目

飲 食 店 30 9 17 8 61

食 料 品 店 1 2 7 0 10
理 髪 店美 容 院 2 0 4 0 6

日本語学校 1 4 1 0 6

衣 料 品 店仕 立 て店 0 0 3 0 3

宗 教 施 設 0 1 1 0 2

ホ テ ル 0 1 0 0 1

そ の 他 2 2 9 4 17 

(1996年 7月17日の現地調査により作成)

また､母国の食材を中心 に販売す る食料品店 も 

10 %)存在するが､このよう

計 

写真 4 大久保 1丁目のタイ人経営の食材店

タイ人の経営する食材店｡レジの後ろにはレンタル用の

ビデオ･CD (外国語版)がある｡左隅のドリアンは1個 

6,000円から｡ (1996年 7月17日撮影)

ビ番組や映画を録画 し､そのビデオを貸 し出す レン

タルビデオショップを兼ね備えているところもあり､

4.6軒中､10軒 (全体の9 多方面にわたって商業活動を展開している (写真 4)｡

な店は食材だけでなく､雑誌の販売や､母国のテレ このほかにも､6軒の理髪店や美容院､民族衣装の 
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販売や仕立を行う3軒の衣料品店や仕立店､在日外

国人が通う日本語学校が 6軒､多くの民族 ･宗派が

混在していることにより存在する宗教施設が 2か所､

外国人経営のホテルなど､大久保地区は非常に変化

に富んだ業種構成となっている｡

これらのことから考えると､大久保地区の商店は

日本人を消費者の対象として経営しているというよ

りも､あくまでこの地域に居住する外国人を中心に

考え､彼らの生活に密着した商品を販売しているも

のと考えられる｡ 

2) 国 ･地域系統別構成

本節では､現地調査にもとづいて､大久保エスニッ

クタウンにおける在留外国人の国 ･地域系統別構成

の特徴について述べる｡現地調査において国 ･地域

系統を判別する際には､主として店内における聞き

取り､看板の表記の仕方などを手がかりとした｡

国 ･地域系統系統別の店舗構成を考察していくと､

全体的な数としては韓国系がもっとも多いことがわ

かる (第 3表)｡次いで中国系､タイや ミャンマー 

(ビルマ)などの東南アジア系となっている｡ これ

らの店舗構成をみると､韓国系が472.%､中国系が 

283 51.%､東南アジア系が1.%となっている｡ しか

し､今回の調査対象地区である､大久保 1丁臥 2

第 3表 大久保エスニックタウンの国 ･地域

系統別店舗構成 (1996年)

地 域 町 丁 別 店 舗 数

百人町1丁目 百人町2丁目 大久保1丁目 大久保2丁目 合 計

報 国 系 ll 5 30 4 50

中 国 系 18 5 4 3 30 

(うち台湾系) 2 2 1 0 5

東南アジア系 5 3 7 1 16 

(うちタイ系) 3 0 4 0 7 

(うちシンガポール･マレーシア系) 1 0 1 1 3 

(うちインドネシア系) 0 1 1 0 2 

(うちビルマ糸) 1 1 1 0 3
そ の 他 2■ 6 1 1 10 

(うちインド系) 0 0 0 1 

(1996年 7月17日の現地調査により作成)

1 

丁目､百人町 1丁目､百人町 2丁目の4つ地区では､

それぞれ町丁別に大きな違いがみられた｡韓国系店

舗の半数以上が大久保 1丁目にあり､その数は30軒

となっている (第 7図)｡一方で､大久保 2丁目､

百人町 2丁目には韓国系の店舗が少ないだけでなく

中国系､東南アジア系も少ないことがわかる｡また

第 7図によると､外国人経営の店舗の多くは､大久

保通りと職安通りに挟まれた大久保 1丁目と百人町 

1丁目に比較的集中している｡さらに､大久保 1丁

目と百人町 1丁目を比較すると､大久保 1丁目に外

国人経営の店舗が集中しており､特に大久保通りと

職安通りの 2つの通りに面した店舗が多いこともわ

かる｡特に職安通りの南側には新宿区歌舞伎町があ

り､歓楽街に集まる人びとを対象に経営を展開して

いった結果､外国人経営の店舗が多くなったと考え

ることができる｡また､大久保通りは通称 ｢国際通

り｣とも呼ばれ､外国人相手の店舗が多くなり､看

板や貼り紙などの外国人のための表記が自立っ (写

真 5)｡ 実際に調査を行ってみると､調査対象地区

には､アパートやマンションが多いことに気づく｡

大久保 2丁目および百人町 1丁目は ｢木造賃貸住宅

地区整備促進事業｣の対象地区にも指定されている

ことから､新築のマンションなどが並ぶ景観を呈 し

ている｡一方で､整備の終了していない木造の老朽

化したアパートも多く見られた｡アパートやマンショ

ンの居住者を､郵便受けをたよりに調査してみたと

ころ､韓国系や中国系の名前が多くみられた｡その

ことは､アパート付近にある貼り紙をみてもわかるO

貼り紙は主にゴミ捨て場や､アパートの入り口に貼っ

てあり､3種頬はどの言語で書かれてあるものも珍

しくない｡その多くはハングルであり､そのはかタ

イ語やビルマ語などの東南アジア系の言語､中国語

などであった｡

また､店先にある看板をみると､全体的な数とし

て､対象地区に韓国系の店舗が多いこともあり､ハ

ングル表記のものがほとんどであった (写真 6)0

はかにも看板は電柱用のものがあり､これもハング

ル表記のものが目立った｡そして､看板の多くを占

めるものが､韓国系をはじめとするさまざまな国 ･

地域の飲食店に関するものであったことから､＼外

国人が別の土地で商売を営むのに､飲食店が最も

成功しやすい事例であることをうかがわせる (第 4

義)0 
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第 7図 大久保エスニックタウンにおける国 ･地域系統別土地利用 (1996年) 
(1996年 7月17日の現地調査により作成)

写真 5 大久保 1丁目の国際電話にある看板 

7つの言語による表記が国際色をみせる｡看板の内容は

変造テレホンカードを禁止するもの｡ 
(1996年 7月17日撮影) 

Ⅳ む す び

本研究では､横浜中華街と大久保エスニックタウ

ンの 2っの地区について､土地利用と景観を主に考

察を進めてきた｡両地区は､日本における代表的な

写真 6 主要道に面 しない小路の店舗

｢職安通り｣から小路にはいったところ｡歌舞伎町より

のこの周辺では､韓国系の店舗が目立つ｡ 
(1996年 7年 17日撮影)

エスニックタウンであるが､それらの形成過程や土

地利用､景観などには､異なった特色がみられる｡

横浜中華街は､江戸幕末の開港にともなって設定

された外国人居留地の中に形成された中国人集中地

区である｡これに対 し､大久保エスニックタウンは､ 

-66-



第 4表 大久保エスニックタウンの店舗景観 (1996年)

店 名 所 在 地 業 種 地 域 看 板 に記 載 され た表現

富翁 百人町 1丁目 食料品店

飲食店

哩 .美容店

オ

中国

韓国

中国

ビルマ

タイ

中国

台湾

シンガポー

マレーシア

韓国

タイ

インドネシ

ル

ア

中国 '台湾 .韓国 .東南アジア食材専門店､輸ジュース自動販売機

韓国家庭料理専門店 ジャガイモ鍋

シゲヘヤサロン

ビルマ料理 MYANMAR

タイ国料理

東南亜食品､貸しビデオ

歓迎台湾賓客 

格安海外航空券

新世界 NEW WORLD

星馬料理シンガポールレストランSⅠNGAPORERESTAURANT

商品にハングル併記

ドリアン6,000円前後

インドネシア料理 バンジヤール .カフェ

可利亜 百人町 1丁目

詩垂髪廟 百人町 1丁目

ヤツ夕ナ- 百人町 1丁目 飲食店

飲食店

食料品店本貸貸 ししビデ

クンメ- 百人町 1丁目

老曹 百人町 2丁目

李家旅館 百人町 2丁目 旅館

旅行会社LTM 百人町 2丁目

新世界 百人町 1丁

大久保 1丁

目

目

飲食店

食料品店韓国広場 大久保 1丁目

録影帯 大久保 1丁目 食料品店

バンジヤール 大久保 1丁目 飲食店

コリアランド 大久保 1丁目 不動産

飲食店

韓国

インド

外国人歓迎

インド料理 カレー専門店ヒマラヤ 大久保 2丁目

1980年代以降､韓国人､中国人､東南アジア各国

のアジア系外国人が急増 して形成された｡横浜中華

街は､日本人客を対象にした中華料理店を中心に構

成された観光地であり､景観的にも日本人の中国イ

メージにあわせた街づくりが行われている｡一方､

大久保エスニックタウンは､観光地としての知名度

はなく､周辺あるいは首都圏各地に居住する同胞を

主たる対象とする飲食店､食料品店､ ビデオショッ

プなどの店舗が集中している｡景観的にも､アジア

各国の文字が看板や貼り紙にみられ､外国人居住者

の生活臭が感 じられるアジア系を中心とした現在形

成中の多国籍エスニックタウンとなっている｡

これら新旧 2つのエスニックタウンの在 り方は､

多民族化が進行 していく今後の日本の社会や文化を

考える上で､多くの示唆を与えるものと思われる｡

注 

1) 横浜中華街の概略図や見所､歴史的背景､年間 

(1996年 7月17日現地調査により作成)

祭事 ･行事､交通案内などが掲載されている｡ 

2) 大久保エスニックタウンの歴史的背景について

は､まち居住研究会 (1994)および奥田 ･田嶋編 

(1993)に負うところが多い｡ 

3) おおよそ現在の新宿 6丁目･新宿 7丁目と歌舞

伎町 2丁目の 1部に当たる地域｡ 

4) 現在の大久保 1-3丁目､歌舞伎町 2丁目に当

たる地域｡ 

5) 百人町 ･大久保地区にみられる地割｡現在でい

うと､大久保通りと職安通り以外に東西を通る道

がなく､南北に幅 4m程度の狭い道が無数に通っ

ている｡
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